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　「戦争か平和か」の歴史的岐路に立つ今、戦争の準備ではなく平和の準備が求められています。
　政府は、2022年末に「安保関連3文書（国家安全保障戦略、国家防衛戦略、防衛力整備計画）」の改定を閣議
決定し、第211回通常国会ではそれらを具体化する予算や法律を強行しました。しかし、他国に武力の脅威を与え、
先制攻撃も可能な「軍隊と武器」（敵基地攻撃能力）を持つことが憲法で許されるのかや、米軍と自衛隊が一体化し
て武力行使し、沖縄をはじめとする南西諸島が戦禍にまきこまれる危険性などの審議は尽くされていません。
　敵基地攻撃能力を保有するための軍事費について、2027年度までの5年間の総額を43兆円とし、27年度には
GDP（国内総生産）比で2％と現在 の2倍にする「枠組み」は示されています。しかし、その財源確保のための増税と
国債発行、歳出削減などの具体策は先送りされたままです。軍事費増で、いまでも不十分な教育費や社会保障費な
どの予算にしわ寄せされ、くらしが立ち行かなくなる懸念は強まるばかりです。
　各種の世論調査でも、軍拡のための増税に反対が多数にのぼっています。また、「安保3文書」の内容を「知らな
い」と76％が回答（2023年5月7日・共同通信）し、戦争準備が他に優先されることへの理解が広がっているとは言えま
せん。
　以上のことから、私たちは下記事項の実現を求めます。

● 平和、いのち、くらしを壊し、市民に負担を押しつける軍拡、増税はやめてください。 
● 戦争の準備ではなく、憲法にもとづく平和外交こそ強めてください。

平和、いのち、くらしを壊し、
市民に負担を強いる軍拡、増税に反対する請願署名
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請願項目

呼びかけ団体

【連絡先】
● 戦争をさせない1000人委員会（☎ 03-3526-2920）
　 〒101-0062　東京都千代田区神田駿河台3-2-11　連合会館内
● 憲法９条を壊すな！実行委員会（☎ 03-3221-4668）
　 〒101-0061　東京都千代田区神田三崎町3-3-3　太陽ビル402市民ネット内
● 戦争する国づくりストップ！憲法を守り・いかす共同センター（☎ 03-5842-5611）
 　〒113-8462｠東京都文京区湯島2-4-4全労連会館4F｠　
● 九条の会（☎ 03-3221-5075）
 　〒101-0065｠東京都千代田区西神田2-5-7-303

9条改憲NO！全国市民アクション
戦争させない・9条壊すな！総がかり行動実行委員会
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